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2008年5月15日発行

活動報告

今回の研修会では参加者にアンケートを配り回収しました

ので一部を紹介します。

◎今回の講演を聞いて

・男性の立場からはあまり関係がないかもしれないが、職

場の雰囲気作りは女性職員のため、職場全体のために重

要になると思った。(20 代男性 )

・私も長年、病弱の夫、2人の子供育成と様々な経験をした

のでよくわかった。その中で仕事を続けてこられたのは

今日の講演の実行をしてきたためと思う。(80 代女性 )

◎就業継続に不安と思うこと

・住宅ローン返済の関係上、共働きが必須だが出産 ･育児

に不安ある (20 代女性 )

・職場の先輩の退職が多い。仕事上のスタッフ内での共有

が不足している。(20 代男性 )

・直属の上司との人間関係。(20 代男性 )

・人手不足により人材育成にまで手が回らず、離職率が高

まる悪循環に陥りつつあり心配である。(30 代男性 )

◎就業継続に必要と思うこと

・働きやすい職場環境、上司の理解やサポート。(20 代女性 )

・スタッフ、自分自身の意識変換。ワークライフバランス。(30

代女性 )

・地域、職場内ともに子育て支援できる環境 ( 急な休みに対

するサポート体制、保育室設置など )。悩みを相談できる

窓口。(30 代女性 )

・今日を大切に明日に夢を持って人間関係を大切にするこ

と。自分のことより、他の人のことを心にかけ、和やか

に対応する。笑顔！！ (80 代女性 )

・自己研鑽と職場環境の整備。(20 代男性 )

・サポート体制。職場の理解。病院 ･職場の女性の出産に

対する理解。夫の協力。(30 代男性 )

また、当部に対し今後期待することとして挙げられた情報

提供や研修会の開催など、その内容に関して頂いた貴重な

ご意見は今後の参考にさせて頂きます。アンケートにご協

力いただきありがとうございました。

会員ライフサポート部活動報告

堀七湖（帝京大学医学部附属溝口病院）

第 2回研修会を終えて

平成20年3月8日 (土 )に神奈川県理学療法士学会にて開催した当部主催の研修会について報告します。

今回は、「パワーアップは離職防止から」というテーマで川崎市看護協会常務理事の堤郁子先生に講演

して頂きました。

まず、結婚・出産を経験しながら、看護師・保健師として今まで就業継続してきた堤先生のリアルな体

験談を聞かせて頂きました。そこには夫の転勤による職場環境の違い、出産・育児に対する理解の違い

などから悩んだり、戸惑ったりしたことや、それでも就業継続できたのは友人や職場仲間の存在が大き

かったことなど、とても貴重な体験談を聞かせて頂きました。看護師の離職状況については PT と共通

して若い人が多いことが挙げられ、離職による損失は経営上においても大きく影響していることを教え

て頂きました。そして、その離職対策として、川崎市看護協会が取り組んでいる研修会や講演会、啓発

事業などを紹介されました。最後は、仕事を継続していくには仕事と生活を共存させていく「ワークラ

イフバランス」を個人個人で考えていくことの大切さをお話して下さいました。




